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応力 Oのもとで,時刻 tまで発生 したクラックの数をNlとすると,時刻 tで,長さZのクラ










GRWの漸化式は, 連続体近似 (/0- 0,t0-0,Zo/tO- 一定 )をとると
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tion Rl)と呼ばれる鼠が非常に重安あることは間違いないと思われている｡R は､ ｢フラク
タル格子から無限に大きいクラスターを切り取るのに必要な最小限の切断ボンド数｣として定為され
る｡Fig.1にItが有限であるフラクタル格子の例を示す.さて､ここで ちょっと考えてみれ
ば解るように､ ｢無限に大きいクラスターを切り取るのに､有限個のボンドの切断しか必要としない
格子｣とは我々が良く知っている普通のd次元格子の中では､ 1次元の格子にのみ見られる特質であ
る｡ (どんなに長い線分を切り取るのにも2ヶ所を切る必要しかない｡)このため､a :有限のフ
ラクタル格子は､本質的に1次元的､つまり､ ｢毛の生えた1次元系｣の程度でしかないのではない
かという予想が生じてくる｡そしてこの予想は､ ｢バルクとしてのフラクタル｣を考えた場合にはか
なり正しいらしいことが､解ってきた｡
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